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公 的 年 金 制 度 （ 1 1）  

 

退 職 共 済 年 金 と 失 業 給 付 の 調 整  

 

 今 回 は 、退 職 共 済 年 金 を 受 け て い る 人 が 雇 用 保 険 法

に よ る 失 業 給 付 を 受 け る 場 合 の 年 金 と の 調 整 を 取 り

上 げ ま す 。  

Ｑ  昭 和 2 7 年 3 月 生 ま れ で 自 衛 隊 を 定 年 退 職 し 、 民

間 の 会 社 に 再 就 職 し て い ま し が 、 3 月 末 で 退 職 す る

こ と に な り ま し た 。雇 用 保 険 に 加 入 し て お り ま し た

の で 次 の 仕 事 が 見 つ か る ま で 失 業 給 付 を 受 け た い

と 思 っ て お り ま す 。こ の 場 合 、特 別 支 給 の 退 職 共 済

年 金 は ど う な る の で す か ？  

Ａ  会 社 を 退 職 す る こ と に よ り 厚 生 年 金 保 険 の 被 保

険 者 資 格 を 喪 失 す る こ と に な り ま す の で 、 在 職 に

よ り 一 部 支 給 停 止 ま た は 全 額 支 給 停 止 さ れ て い た

特 別 支 給 の 退 職 共 済 年 は 全 額 支 給 さ れ る こ と に な

り ま す 。  

  し か し な が ら 、特 別 支 給 の 退 職 共 済 年 金 を 受 け て

い る 人 が 雇 用 保 険 の 失 業 給 付 （ 雇 用 保 険 法 の 基 本

手 当 を 指 し ま す 。）を う け る た め に ハ ロ ー ワ ー ク で

求 職 の 申 込 を す る と 特 別 支 給 の 退 職 共 済 年 金 （ 職

域 加 算 額 に 相 当 す る 額 を 除 く 。）は 支 給 停 止 さ れ ま

す 。  

１  基 本 的 な 失 業 給 付 と の 調 整  

  求 職 の 申 込 を 行 っ た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 か ら 失

業 給 付 の 受 給 期 間 （ 注 1 ） が 経 過 し た 日 の 属 す る 月

ま た は 所 定 給 付 日 数 （ 注 2 ） を 受 け 終 わ っ た 日 の 属

す る 月 ま で（ こ れ を「 調 整 対 象 期 間 」と い い ま す 。）

特 別 支 給 の 退 職 共 済 年 金 は 支 給 停 止 さ れ ま す 。  

注 1：  受 給 期 間 は 、 原 則 と し て 離 職 し た 日 の 翌



日 か ら 1 年 間 で す 。  

  注 2：  質 問 者 の 場 合 、 雇 用 保 険 の 被 保 険 者 で あ

っ た 期 間 が 5 年 以 上 1 0 年 未 満 で す の で 基

本 手 当 の 所 定 給 付 日 数 は 9 0 日 に な り ま す 。 

  た だ し 、調 整 対 象 期 間 に お い て 失 業 給 付 を 受 け た

日 と み な さ れ る 日 が 1 日 も な い 月 が あ る 場 合 は 、そ

の 月 分 に つ い て の 特 別 支 給 の 退 職 共 済 年 金 が 支 払

わ れ ま す 。  

２  事 後 精 算 に つ い て  

  調 整 対 象 期 間 中 に お い て 、失 業 給 付 を 受 け た 日 と

み な さ れ る 日 や こ れ に 準 ず る 日 が 1 日 で も あ る 月

に つ い て は 特 別 支 給 の 退 職 共 済 年 金 が 支 給 停 止 さ

れ る こ と に な り ま す 。  

こ の た め 、同 じ 日 数 分 の 失 業 給 付 を 受 給 し た 場 合

で も 、人 に よ っ て 年 金 の 支 給 停 止 月 数 が 異 な る と い

う 不 合 理 な ケ ー ス が 生 じ る こ と が あ り ま す 。  

こ の た め 、失 業 給 付 の 受 給 期 間 が 経 過 し た 日（ ま

た は 所 定 給 付 日 数 を 受 け 終 わ っ た 日 ）に お い て 、一

定 の 調 整 が 行 わ れ ま す 。こ れ を 事 後 精 算 と い い ま す 。 

３  事 後 精 算 の 仕 組 み  

  失 業 給 付 の 受 給 期 間 が 経 過 し た 日（ ま た は 所 定 給

付 日 数 を 受 け 終 わ っ た 日 ）に お い て 、次 式 で 計 算 し

た 支 給 停 止 解 除 月 数 が 1 以 上 で あ る 場 合 に は 、そ の

月 の 年 金 停 止 が 解 除 さ れ 、直 近 の 年 金 停 止 月 よ り 順

次 前 に 遡 っ て 特 別 支 給 の 退 職 共 済 年 金 が 支 払 わ れ

ま す 。  

 

年 金 停 止 解 除 月 数 ＝  

年 金 停 止 月 数 － 支 給 対 象 給 付 日 数 ÷ 3 0  

 

※  支 給 対 象 給 付 日 数 ÷ 3 0 で 1 未 満 の 端 数 が 生 じ る 場 合 は

1 に 切 り 上 げ ま す  

※  支 給 対 象 給 付 日 数 に は 、 待 期 期 間 （ 7 日 ） や 給 付 制 限

期 間 （ 1 月 以 上 3 月 以 内 ） は 含 み ま せ ん 。  

 ４  失 業 給 付 と 年 金 の 比 較  

   基 本 手 当 に は 、年 齢 区 分 に 応 じ た 基 本 手 当 日 額

の 上 限 額 が 定 め ら れ て お り ま す 。 平 成 2 6 年 8 月

以 降 の 上 限 額 は 、6 , 7 0 9 円（ 6 0 歳 ～ 6 4 歳 ）で す 。

年 金 と 比 較 し て 有 利 な 方 を 選 択 し ま し ょ う 。  

 次 回 は 、年 金 シ リ ー ズ の 最 終 回 と し て「 被 用 者 年 金

制 度 の 一 元 化 」 を 取 り 上 げ ま す 。  


